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:0
少
部
：の
頃
よ
ヶ
抽
象
的
推
鲤
の.嗜
好
を
示
1/
、彼

銥

六

戬

六

セ



(

-八
ニ
八)

雜

，
錄

'
 

9
.ヵ
>
ド
ナ
略
|

/ 

. 

. 

.

'め
'胜

格

,0
特
徼
た
る
興
味
の
主
題
を
そ
の
雄
猶
ま
で
究

. 

:
r

.

め
、
そ
れ
^
關
す
を
凡
べ
:'
€
の
意
見
を
ば
そ
の
心
の
確 

信
に
從
つ
て
立
づ
る
0
決
意
を
示
し」

(
M
C
C
U
H
O
C
h
)

た
.

>■
る
に
拘
ら
ず
、

scardo

が
少
時
受
け
た
る
敎
育
は
決
し 

て
彼
れ
の
理
論
家
たる
ベ
&
«
向
を
助
成
す
る
も
の
に 

丨
凯
ざ
ち
し
事
»]
な
&

6之
ょ
レ
先
き
父Ricardo

0
t

 

.'
;務
は
漸
く
商
品
賣
質
ょ
り
轉
じ
て
、爲
替
手
形
、有
價
證 

#
の
寶
1只
を
主
ビ
す
る
に
栗5
し

がD
a
v
i
d

が
财
務 

上
の
能
力
は
父
の
倩
用
を
博
し
、
故
を
し
て
間
も
な
く 

完
全
な
る
實
饪
を
帶
び
て
業
務
に
當
ら
し
む
る
に
至
れ 

:
り
o
tj
氢

仏
が
噹
時
旣
は
成^
の
風
あ
ぅ
て
ヽ
善
く
父̂

j 
:

の
信
賴
を
赚
得
た
り
し
はS
.:
年
十
六
の
時
^
母
は
彼
れ

Z
 

に
ニ
弟(

？)

を
托
し
て
和
蘭
に
赴
か
し
，め

「

毫
も
懸
念
を
一
 

感
%
ざ
り
し
ヒ
ビ
云
ふ
に
徵
し
て
知
る
ベ.し
。(A

n
n
u
a
l

100
2
4

)

斯
の
如
ぐD

a
v
i
d

 
の 

»
務
上
.に
於

て

.
漸

ぐ

重

用

甘

ら

れ

、

祺

務

を

'.即

決

專

行
 

す
る
.の
必
'耍
漸
く
大
な
る
：R
從
ひ
、
単
晚
父
子
の
«
夂

. 

.

.

f
ハ

號

六

八

あ
るV

き
は
或
は
避
難
き
勢
な
L
し
な
ら
ん
。
然
れ
ざ 

もs
c
a
r
d
o

父
子
の
間
K
m
務
上
政
治
上
の
意
見
に
於 

て
如
何
な
る
相
違
あ
り
し
か
は
明
か
な
ら
すo

菩
人
が 

次

る

ビ

こ

ろ

はD
a
v
i
d
,

が
一
走
哥
兒
敎
徒E

d
w
a
r
d

 

Wiikinsoa E
s
q
.

の
女 Priscilla A

n
n

 
を
愛
し
、
一
七
. ̂

三
年
父
祖
の
宗
敎
を
守
る
：こW

嚴
格
な
る
父
の
怒
を
頸 

み
ず
し
て
、
遂
k
之

ど

結

，婚

し

た

、
を

爲

め

、
父

子

義

絕

す
 

る
に
至
り
し一

事
是
な
々
。
而
し
て
吾
人
は
後
年David 

R
i
c
a
r
d
o

ビ

父

の

家

族

ミ

，の

關

係

親

善

な

り

し

事

赏

を
 

知
る
も
、
父
其
人
ビ
子
^
は
終
に
和
腿
す
，る
こ
と
な
く 

し
て
終
り
た
る
^
如
し
。
然
れ
.

vj

も
斯
く
し
て
獲
た
る 

PHsdlla A
n
n

は
目
®
.き
態
度
親
切
快
澗
な
る
、
®
飾 

衣
く
私
心
な
会
婦
人(

M
a
d
a

 

E
d
g
e
w
o
r
t
h

の
評
語)

に 

し

てs
c
a
r
d
o

を
し
て
善
く「

純
粹
無
雜
な
る
家
庭
の 

幸
福」

，を
.享
く
る
z

y

j

を
得
せ
し
め
た
り
。

父
の
家
を
去
れ
るR

i
c
a
r
d
p

は

今

獨

カ

を

以

て
, 

の
運
命
を
開
拓
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
化
至
れ
り
。
幸
に

し
て
株
式
仲
賀
間
は
信
用
ぁ
名.
:^
!

0:
の
.家
名
ど
、•

ガ
、：彼
の
冷
靜
€
.判
斷
を
は(

彼
^
取
つ
て)

好
運
な
る
公 

^
き
ユ
其
人
の
奪
敬
す
べ
き
人
物
性
格/ヒ
及
ぞ
の
父
の
：.
.事
件
.の
綜
合
ヒ
も
相
結
合>
3て
、
彼
を
し
て
株
式
取
引 

家
を
去
れ
る
同
情
す
ベ&
事
情
ビ
は
、
株
式
取
引
所
に
所
に
於
け
る
凡
べ
て
の
同

*
を
遙
か
に
背
後
^
.し
て
、
 

於
け
る
有
力
人
士
を
動
か
し
で
、..彼
の
I爲
に
援
助
ビ
獎
，
啻
に
資
產
上
に
於
で
の
み
な'
&す
、

一
般
的
名
辑
及
び 

V 

:
脚
ど
を
咨
し
む
事
な
か
ら
し
め
た
り
。
斯
く
し
て
被
は.，
聲
價
に
於
て
、
取
引
所
に
於
け
る
何
人
が
#
て
し
た
る

.
株
式
^

^
人
ど
し
て
意
想
外
の
成
功
を
博
レ
フ
數
平
に
.，ょ
ぅ
も
無
限
^
高
ぐ
昇
る
こ
か
を
得
せ
し
め
た
り
。
此

し
て(

超
ら
ぐ
年
未
だ
ニ
士
ハ
^
.達
せ
ざ
る
に
：

)

經
濟
上
;
|
'等
の
才
能
が
彼
等
の
儕
奪
に
與
へ
た
る
印
象
は
、
彼
等 

.の
獨
立
に
就
き
憂
ふ
る
こ
€
ゼ
須
ゐ
ざ
る
^
至
れ
り
。
’ニ
の
中
の
最
慧
眼
な
ん
數
人
を
し
.て
、
彼
.れ
の
著
名
ど
な 

>
1

因o
g
r
a
p
h
y

 

s
d O

bi
t
u
a
r
y 

for 

ICO
2

4
に

於j

る
に
先
だ
つ
事
久
し
ぐ
、.
嘆
賞
の
餘
b
彼
れ
の他

：：：

必 

け
ネR

i
c
a
r
d
o

規
の
筆
者
は
彼
れ
の
致
富
の
才
能
^
就
；
す
國
家
に
於
け
る
最
高
地
位
、の
或
物
を
占
む
ベ
き
事
を 

&
記
し
で
日
ズ
致
富
の
才
能
は
多
く
尊
重
せ
ら
れ
ず
ご
預
言
せ
し
め
た

b
ど
。

(
M
c
o
u
n
o
c
h
,

 

p. 

X
V
I
I
)

雖
免
、
孜
.氏(

穿

邑

0>
は
巽
常
な
る
カ
嫌
を
恐
ら
く
 

I
,

物
質
上
の
懸
念
漸
く
未
る
に.及
びRicardo

は
そ
の 

如
何
な
る
事
に
於
で
も
、

^
の

業

務

.
に

於
T，
せ
る
ょ
り
.一
餘
暇
の
一
部
を
自
然
科
學

(

數
學
化
學
地
質
學
鑛
物
學

) 

■:
:
;發
撖
せ
.るM

ビ

な

か

る

，
ベ

.レ
？
業
務
：の
有
吵
冬
祓
雜
な
：

0
硏
究
に
捧
げ
、傅
，ふ
る
所
に
ょ
れ
ば
、或
は
電
氣
實
驗 

.

る
細
I

對
す
る
彼
れ
の
免
全
な
，る
知
識
、
數
字
及
び

「

.を
試
み
て
人
に
示
し
、
或
は
他
に
先
じ
て
蒙
昼
用 

計
算
に
.對
す
る
彼
れ
の
驚
く
べ
き
敏'»
、
そ
.の
關
係
せ:

茏
斯
を
採
用
し
、
成
は
.鑛
物
標
本
陳
列
の
爲
に
實
驗
莖 

る
莫
大
な
：る
取
引
を
何
等
努
力
の
態
な
く
處
理
す
る
能
を
設
け
、
.又
一
八
〇
八
年
そ
0
前
年
創
立
せ
ら
れ
れ
る

第
十
玉
卷(

八
ニ
九)

雜

錄

* 

、
ヵ
^
F灰
略
傅 

帶

六

歡

六
^
.



浓
十
!S
卷

力
ル
K
-k

傅

地
：質
學
協
會
.
G'n
>
o
l
o
.
g

o*
a
l s.

o
d
e
^

に
入
.

cv

て
會
員
ビ 

a
れ
^V 。'
然
れ
ど
も
是
等
の
自
然
科
學
が

Rl’cardo

の 

心
.を
占
め
た
る
は
、
彼
が.經
濟
學
妬
究
：の
興
味
を
解
す 

る
に
先
だ
ち
て
の乙
ビ

の
み
。：

彼
れ
の|

度
經
濟
學
に 

捉
ば
，る
、
や
、
自
然
科
學
の
硏
究
は
假
令

「

全
然
放
雍」 

-(Mcoulloch
)

せ
ら
れ
ざ
る
も
復
た
祐
だ
顧
み
ら
れ
ざ 

-る
に
至
り
む
も
の
公
如
し
。

:'Ricardo 

.が

.

1

七
九
九
年
瘵
養
の
爲
め
.病
妻
を
伴
ひ 

て Bath::

に
®
在
中
、
：
I
R 
偶
;̂
:
.

Wealth 

of N
l
n
s

 

を
.見
て
y 
0
濟
：學
研
究
の
志
を
®
せ
り
ビ
の
逸
話
は 

> 目ual 

Q
b
i
t
&
r
y

0 .
筆
者
之
を 

.MCnullocH-. 

•も
之
を
傅
へ
て
f
i 
.廣
ぐ
人
の
知
る
ビ
こ
ろ
^
な
れ 

ト
々
而
し
て
別
に
此
逸
話
を
：傅
：ふ
か&
办
'̂
. 

Hobhouse . 

の
字
記
あ
タ
。
日
く、「

三
并
ニ 
A

一
八 
一y: 
一
 ： 
一：#)

.
 L

a
— 

mbt§

 ；

や
共
に
會
食
す
。
來.客

，
甚

だ

多

く

、
■

.■
考

爽

事
 

な
&
。
予
はKicardb

の
隣
席
■に
坐
せ
し
が
、
彼
は
予 

.
Kを
®
奏
'の
：病
电
倘

d々
-日.Bath:

に
在
众
■
«

#

*

H

さ

(

黛
本
屋
}.に
於
て 

一
1

3
⑴
日
爭
な
る
も
の
を
見
、

! 

ニ
頁
を
披
見
し
て
之
を
家
に
’送
る
ベ
&

こv
j

を
命
じ 

た
る
ど
き
ま
で
、
曾
て
經
濟
學
に
思
及
び
た
る
こ
と
な 

か
り
し
と
語
れ
&

。
彼
れ
は
そ
れ
‘を
好
む
こ
S
甚
し
く 

遂
^
此
學
セ
對
す
る
趣
味
を
養
ひ
得
た
る
®.
り」

i
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r
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o
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L
o
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q 

C
I
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1
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此
，逸
話
の
眞
僞
は
之
を
疑
ふ 

ベ
き
理
由
な
し
と
雖
も
、
猶
必
ず
し
も
深
く
之
を
^
す 

る
こVJ

を
須
ゐ
ざ
る
べ
し
。
た
^
吾
人
は
經
濟
問
題
に 

對
す
る
實
際
的
經
驗
V
Jii
察
力
と
あ
'る

R
i
c
a
r
d
o

が
、
 

壯
年
に
し
て
業
務
，上
の
：功
蹄
に
遂
げ
た
る
時
、

一
經
濟 

學
書
の
精
讀
に
ょ
つ
.
.で
斷
然
心
^'.

經
濟
學
的
£
辨
に
頃 

ハ
く
る
'に
至
れ
.る
事
^
鉗
ら
ば
足
れ
：.

CN。

然
れ
ど
も
彼
が 

經
濟
學
に
志
し
で
ょ
ぞ
の
最
初
の
述
作
を
以
て
世 

に
見
ゆ
る
.ま
で
R
は
猶
ぼ
，十
年
办
歲
月*

す̂
0
'こ
0. 

十
年
間
は
.奈
翁
職
爭
、
英
醑
銀
行
の
不
賢
明
な
ふ
政
策
、 

大
陸
.封
鎖
、|&
作
0
連
續
：»
依
1:
.、.物
慣
、
.外
國
爲
替
0

動
搖
ヽ
金
紙
僧
の
差
最
も
甚
だ
し
か
り
じ
十
年
化
し
て
、
 

手
腕
あ
る
投
機
者
の
爲
め
に
は1
4刺
を
博
す
，べ
き
絕
好 

，の
機
會
ヒ
供
し
た
り
き
。.

%
'§
*
2.
0
は
此
期
間
^
於
て
、取
に
一
個
の̂

力
あ
.̂ 

(

株
式
仲
買
人
ょ
K
v
v
. 

英
：國
财
界
.の
_
カ
人
物
"ぐ：

:

记
進
み
遂
：に.所
謂
财
界
有
‘カ
者の

み
を
以
て
組
織
せ
，る；

,
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公
偾
.引
受
人
のI

員
れ
る
に
至
れ
6
。
而
し
てscardo . | 

:

は
！
^

を
狩
ふ
に
常
つ
；
1
、
啻
に
忠
實
正
直
を
以て
1 « 

は
れ
た
：る
の
み
な
ら
中
、
ま
た
公
共
の
精
神
を
以
て
之h
 

を
爲
し
た
名
左
はPascpe Grenfell

が
議
會
^
吿
げ
れ 

る(

一
八|

九

年

五

：
月

屮

！

1
I-U
}1

八j 

.四
年
時
0
藏
栩
.
|
 

“viittatt

が
公
債
引
受
圈
ビ
會
見
し
てc n

M
3

f

&

の
案

を
實
行
す
る
の
適
否
を
議
し.た
る
に
、
皆
悉
く
之
を
不\ 

可
ビ
な
し
、
千
ニ
西
萬
磅
の
代
り.に
.ニ
千
四
苗
寓
磅
の 

募
偾
を
麟
め
た
る
^
、R

i
c
a
r
d
o

一
 
人

の

み

意

見

を

異

.

.
へ 

に
し
、

「

孩
に
し
て
自
家
の
利
益?:」

の
み
#
上
る
ど
き
は 

そ
の
同
業
者
に
同
意
せ
ざ
る
可.か
ら
中
^
雖
..も
、
國
の

'鍬
十
五
狻
：C

八
三
| )

雜

錄

,
”カ
少
ド
オ
略
.等 :

利
益
，̂
商
量
す
ベ
し
ビ
甘
ば
彼
は
減
憤
基
金
の
適
用
ビ 

僅
が
に
千
一
1
W萬
磅
の
慕
偾
ど
を
®
吿
す
べ
し」

ど
答 

へ
た
る
の
事
實
を
以
て
之.を
推
す
乙

e
を
得
べ
し
。

,
一.方R

i
c
a
r
d
o

0
經
濟
學
的
興
味
は
此
間
毫
も
減
退.
 

:

す
る
こ
ヒ
な
く
持
續
せ
ら
れ
た
る•も
の
、
如
し
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九
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#
初
ょ
6
凡
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公
刊
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雜

.錄r

兮

カ

ー

ド

ナ

略

傅

/ 

へ

：

.
ぞ

、
想

与

■
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n
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;
s
t
s
'
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Refuted, 

Jco
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—

&
Q
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v
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^
&
o
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l.
 

sources/ 

Joo
o
oo
等

あ

り

。
!：Ricar

き

は 

Weal
t
h 

彳

，故

.i
M
o
n
s
f
c
次
で
、是
等
の
書
の
#
物
ょ
ぅ
刺
戟
を
受
,
 

■く
る
t
ど
あ
ら
た
る
な
ら
ん
。
，
而

し

て

彼

がFrancis 

■ H
or
n
e
r 

及
び
後
にJ

i
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八
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八
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め
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r
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た
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濟
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だ
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憶
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友
^
し
て
、
彼

-n 

:

の
束
想
並
に
私
的
生
活
の
上
に
も
^
务
な
る
影
響
ぁ
り 

しJames, Mill

を

獲

た

る
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ら
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|
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と
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o
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し
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迎
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け
た
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し
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e
n
c
e
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o
b
e
t
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ざ
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試
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た
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m
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r
c
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n
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e
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た
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ま
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。
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r
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た
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介
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c
a
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n
t
h
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た
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じ
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.
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濟
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介
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：
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；
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入
れ
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；
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せ
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w
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r
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し
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れ
る
は
不 

第
十
：玉

卷(

A
H
三
_

)

.

.雜

,'
:錄

3
力
^
F
ナ
赂
傳 換

銀
：行

券.

の

增

發

に

基

づ

銀

行

券

^

對

す

る

地
金 

:
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並
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爲
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相
場
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落
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濟
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搖
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八
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八
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上
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公
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片
半
な
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；に
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八
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に
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.
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ず
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搖
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。
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た
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。
此
寄
書
せ
多I

反
對
論
I

起

し

.

.下
院
議
員F

I
S

 H
o
r
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、
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t
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見
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。
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反.證
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；
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を
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e
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な
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又
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；

|

'̂0
.
1
.友
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反
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。
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付
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；
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p
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友
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腿
り
？
外
锻
の
輸
入
を
禁
止 

せ
ん
ビ
す
る)

の
討
議
は
、成
は' 

Malthus

な
き
も
、
^

i
 

單
獨
にac

a
r
d
o

を
促
が
し
て
、類
似
の
著
作
を
公
に
せ 

t
め
^
る
な
ら
ん
。
然
れ
が
も
彼
が

一

八
：

k

出
し
た
る E

ss
a
y 

on 

the M
u
e
n
c
e

 of a 

L
o
w

 Price 

of C
o
r
n

 

on 

the 

Profits 

of 

stock, 

s
h
e
w
l

 

the 

•^expediency 

of Restrictions on Importation : 

with 

R
e
m
a
r
k
s

 

on 

M
r
.

 M
a
l
l
s

 T
w
o

 Last p
l

a
t

f

 

:

s An

 Jncjuiry into the Nature &

 Progress of R
e
n

了
シ 

and 

ご Th
e

 

G
r
o
u
n
d
s

 

of an 

opinion 

o
n

 

the 

P
O
H
C
V

 

of Restricting 
^

 Importation 

of Foreign 

c
o
r
n
.。 

は

M
a
l
t
h
u
s

ビ
の
通
信
.の
直
接
.の
產
物
に
し
て
、
翌
年 

の
作 

proposals 

for 

an 

Economical 

and 

Secure 

rurrency; 

with 

Observations 

on 

the 

Profits 

of 

the S
a
n
k

 of England 

100
1
6
 
も
亦 E

d
i
n
b
u
m
h

 R
e
v
i
e
w

 

に
於
け
る

M
a
l
t
h
u
s

の
批
評
に
答
へ
ん
が
爲
め
苺
せ 

ら
れ
だ
るH

i
g
h

 

Price 

o
f Bullion

第
四
饭
の
咐
錄
こ 

胚
胎
す
る
も
0
な

6
.。

被

れ

の

大

作Friaciples 

of 

PoHtical 

E
c
o
n
o
m
y

 a
nd 

Taxation 
に
至
つ
て
は
固
ょ 

h
v
t̂b
_
の
勸
誘
^
負
ふ
ど
^
ろ
最
名
大
な
る
も
の
な
.
 

う
ど
雖
も(Ricardo 

は 
Essay 

on 

the 

L
o
w

 Price

o
f 

c
o

r
n

を
著
は
す
や
一
部
を
，

J
w

3
a

y

 

k
,
0
i
且 

.

，つ
：

1

八
.

一

五
年
八
月
十
八
日
附
：書
中

01

節
に
於
て
、

.
 

「

予
は
予
の
見
解
を
充
分
^
細
に
說
明
せ
ざ
り

し
爲
め
、

；

我
®
に
於
け
る
幾
多
の
人
は
予®
說
を
T:
解
せ
ざ
る
曝 

.を

M
i
l
l

K
'i
-
-り
聞
知
せ
り
。
而
し
て
氏
ば
予
に
勸
め 

て
當
初
ょ
り1

層
詳
か
に
そ
0'
說
|!
)
}
を

企

て

し

め

ん

と
 

試
み
っ
、
ぁ
り
。
然
れ
で
も
予
は
恐
る
此
事
業
の
予
が.
 

力
量
の
及
ば
ざ
る
ど
こ
ろ
ぁ
る
を

」

.ビ
云
べ
^
。Letter

-W 

to Malthus 

p. 

9
2

)

s
c
a
r
d
Q
0

:«
哝
l
持
緻
せ
し
め r 

,'«
を
し
て
能
く
そ
の
不
得
意«:
る
執
筆
の
勞
^
堪
へ
し
'
 

め
た
る
.も
の
はM

a
g
u
s

 :

ビ
0
論
#
應
_
な
6
し
な
ら 

ん
ど
云
ふ
。.

P
a
n
d
p
l
e
s

は
識
者
^
は
異
端
視
せ
ら
れ
、 

.俗
人
に
収
り
て
は
甚
呢
雛
解
び
り
し
が
、

；

一
八】

八
年 

McCullocH 

が.Edinburgh : R
e
v
k
w

 

紙

.
上

に

批

评

文 

を
択
げ
之
を
識
美
し
て
ょ
り
漸
く
世
に
行
は
れ
、

一
八 

九
年
第n

版
、

一：八ニ
：；

|、年
歡
三
版
ゼ
敗
す
に
资
れ 

.
b
.
,
s
c
a
r
d

>o
は
就
中
第|

一
ー
掘
妃.重
要
な
る
增
，補.訂
犯
.を

第
十
3£
怨

(

八m

七)

雜
.
.
錄 

>
.カ.ギ
ド
允
略|

加

へ

た

^
'
。

Ricardo

の
純
然
た
る
著
作
時
代
は
、
始
め
てMorning 

n
hronicle

に
寄
寒
し
た
るvj

き
よ
ぅ
、
一八

一
九
年
議 

:
:員
S
な
れ
る
ま
で
の
十
年
間VJ

す
。I

八
一
九
年
以
後 

一
に
於
け
る
述
作
は
、
阿
れ
も
彼
の
議
員
生
活
ビ
直
接
斷 

聯
し
て
書
か
れ
^
る
も
の
な
り
。
即
ちgCCUIloch

が 

|

認

め

て

彼

.
れ

の
小
册
子
中
最
良
の
、も
の
ど
な
し
、
是
以 

一
外
何
等
の
著
作
な
き
も
、善
く

Ricardo

を
第
一
流
經
濟 

學
蒋
の
間
に
伍
せ
し
むべ
し(

益

く

日

)

、
ビ
評
せ
る 

™
〇
n Protection 

, 

to 

Agriculture, 

1002
2

^

5
S
J
.PU
0

.
も
參
加
.せ
る
農
業
窮
狀
調
査
委
員
會

(
sekct c

o
m
m
i
t

丨
 

tee 

o
n 

Petitions 

complainihw 

of 

the 

Distressed

State 

cf 

Agriculture )

の
小
數
報
吿
と
も
姑
る
べ
き 

.
名
の
、M

i
l
l

及

びM
a
c
v
e
y

の
切
望
^
應

じ

てEncy- 

' clopedia Britannica

0 '
附
錄
に
寄
稿
せ
る 

Essay 

on 

the 

Funding 

IC0
2

0
は
議
場
^
於
て
彼
が
反 

覆
主
張
せ
る
も
の
課
税
及
び
公
債
R
關
す
る
意
見
を
.說 

 ̂

.第

六

號

.

.七
七



摩

五
♦

(

八

三

八

、

)

.

雑

錄

'
 

H

オ
鼙 

'第
六

號.
.

七
八

明
^
る

も

の

、

又.®
稿 

Plan 

for the 

Establishment 

of a

 National 
B
a
n
k

は
兌
換
再
始
條
件
に
關
し
、
英
蘭 

銀
.海
の
所
爲
に
對
し
加
へ
.た
る
非
難
の
.績
論
に
外
な
ら 

ざ
.る

な

り

。

册

：
外

M
c
c
u
l
l
o
c
h

縮
籙
のr

全
集」

に
收 

顧
.せ
ら
れ
た
る
も
の
に
猶
ほ
一
八
ー
ー
四
年
四
艿
一j

十
四 

只
及
'び
七
刀
十
七
日
‘の

ぶ

8
1
:
3
|る

^
揭
げ
ら
れ
た 

る

：Observations 

o
n 

‘ 

Parliamentary 

R
e
f
o
r
m

ご 

:Speech 

o
n
‘the 

Plan 

p
f 

voting b
y

 Ballot 
ご
及
び 

全

：集

に

收

錄

せ

ら

れ

ざ

5
^
-
©
z
i
l
s
p
e
e
d
b
:
o
n

 
M
r
*

 
w
e
s
t
e
r
w
s

 

motion 

for a 

C
o
mmittee 

to 

consider

‘
 

the 'Effects 

produced 

b
y

 the, R
e
s
u
m
o
t
i
o
n

 
b
fn;
.
a
s
h 

Payments, 

delivered 

the 

2
2th 

of June 

1
00
2
2.
而

し

•：
 

V

 

R
i
c
a
r
d
p

が
屢
々
言
及
せ
る
そ
のM

a
l
t
h
u
s

R
對

：
 

し
自
家
の
立
脚
地
を
辯
護
せ
ん
‘が
爲
め
に
作
れ
る

te
j
?
、 

t
e
s
o
p

 Malthus (Letters 

t
o 

M
C
G
U
H
O
C
h

 

p
.00
4.
 note;

M
'n
)
t
t
€
r
s
.

H-
:o
.
 Malthus p. 

I7
2
M'Letters to 

T
r
o
w
e
r

 

P
,
I
W
6 

3
ぷ
.
}
.の
手
稿
に
至
っ
て
は
終
^
傅
は
ら
ざ
る

な
り
。，

.最
後
にs

c
a
r
d
o

の
議
院
生
活
に
就
て
記
せ
ざ
る
可 

.

.か

.ら
ず

o致
當
の
志
を
遂
け
た
る
後
土
地
を1只
ひ
て
、田 

.

園
R
.鄕
紳
の
生
活
を
營
む
は
.、
成
功
せ
る
英
國
實
業
家 

j.

の
必
ず
.履
む
ベ
き
常
遺
な
る
が
如
し
。

Hicardo

も
亦|

I'

方に於て文名顯はれヽ
他方に於て.財界有力者た 

てる地
#

堅
& 

に至̂
'、

一

AI'

四年
.Gloucestesshke 

に
美
麗
な
る
迎
地

Gatcomb 

?如̂

を買ひノ；见

^
激 

年
、之より先,
；八
一

〒

!

三年の'頃

Miie End 

よ
り
移
り
營
み
た
る

Upper Brook St.

の邸宅を別 

:

邸
ビ

な

し

、生
活
の
本
據

I:Gatcomb Park:

に宛むる 

に
.至れり。斯くして漸次其の資產を有價證券よ 

6
土地に移し‘、

|

八j

九年には株式取引所の會 

.員たるこビ‘を服
め
た
り
。
而
し
て

Ricardo

が1

、 

ー
九
年
ニ
月
ニ
十
日
愛
蘭
土
の

Portarlington

よ
b 

選出せられて議員どなれるこ.ども亦

「

常道」

を履 

める
1

の̂

外ならず。傳ふるどこ
ろ
に
依
れ

V6 、

屯

.«
擧

區

の

有

權
者
は

十
二
名
な

*!
)
し
が
、

s

&a.
o

は

a-
c
aa.
o

の
名
を
發
見
し
、
同
じ
ぐ
九
囘
の
多
數
中
八 

識
擧
區
所
有
者(portarlington

は
代
議
士
指
夂
の
實

權

囘

に

其

名

あ

り

ビ

云

ふ

。
ai

p
vpp

.
00
S)

彼
は
自
由
黨 

或
；1
,人
の
手
に
"存
し
た
る
观
謂
七
&

沒
一
:
>
0
3
1
1
^

の

| 

.に
I
屬
せ
ざ
な
し
も
、

i

般
的
政
治
問
題
に
1

5
常 

:

名
し
て
、
此

奮

有
者
ビ
云

ベ
：.る
は
此
の
實
權

者

を

鮮
■

に
議
員
中
の
最
も
自
由
主
義
的
な
る

分
子
C
行
動
を
同
：
 

す
も
の
な
り)

^
ニ
萬
磅
を
無
利
子
に
て
貸
附
け
無
競|

ぅ
せ
b
。
政
治

上
の
改
革
に
於
て
彼
の
最
も
熱
心
に
主 

,
.ず
に
て
當
選
_し
た
る
も
の
，̂

し

，て

、

恐

ら

：く

曾

て

選

擧

張

し

れ

る

は

投

黑

者

の

自

由

意

思

を

#
重
す
る
爲
め
、
 

'區
及
び
碧
人
を
見
f

'乙
ビ
な
か
る
べ
し
ビ
云

ふ
。

無
記
名

役
f

採
用
す
る
の1

事
に
し
て
、

一八
こ
111 

J
 

f
 noB.
c 〇utlo

::^
^
^

 

G
e
o
r
g
e

年

®

月
一

一

十
三
日
稍
々
，長
き
演
說
を
試
み「

無
記
名
投 

,三
世
崩
御
;0
爲
め
議
脅
解
散
せ
，ら
れ
、1
^
^
0は
同
選

絜
の
制
を
採
用
す
る

に
あ

ら

ざ
れ
ば
如
何
な
る
議
き
の 

巖
區

^
り

與

選

せ

ら

れ

’

そ

の

病

沒

せ

る

-八
ニ
三
年

-

改
軍
を
試
み
る
乙
ビ
も
無
効
な
る
べ
し」

^

九
月
十I i

日
に
.及
ベ
り
。

II
-
hff
l
f®
R

^

T;'
:
'
s
c
a
r
d
o

i3
;"

I

濟
㈣
®
の
範
圍
內
に
就
て
云
へ
ば
通
貨
問
題
に
關
し
て 

;*
だ
動
勉
な
る
議
員
に
し
て
々
議
場.に
於
て
髮
言
せ
る
彼
が
一
代
の
權
威S
し
て
そ
の
，說
の
傾
聽
皆
ら
れ
た
る.
 

:^
g

@合
し
て
百
二
十
六
何
、
そ
の
記
錄
は:;
'ぽ
|
氐

| 

:
は
固
よ
^V

其
處
な
ら
ん
。.
.

j

八
ニ
九
年
五
月1

一
十
四
日 

の
‘1-
]
七

.+
七
，欄
を
充
む
。
採
決
の
記
錄
は
不
完
全
な
れ

Peel

が
兌
換
再
開
の
決
議
案
を
提W
す
.る
や
、Ricardo 

一
八
-
九
年
二
月
二
十
：

r

日
よ
り
' 

一
八
ニ
三
.
は
議
場
各
方
面
よ
5
の
»
高
き
呼
聲
に
促
が
3
れ
て
漸 

年
九
力
十
日
に
至
る
期
間
化
於
卞

H
a
i
r
d
0

記

錄
に
く
起
立
乙
、
而
し
て
說
，を
述
べ
た
る
後

r

院
の
各
方
面 

«
れ
扭
小
數
1
1百
三
十
七
囘
中
百
六+

^
间
'中

U
M
-
,
i
の

喧

し

'般
的
喝
珍
の
裡
.
坐̂

に

，
復

：
し

」

打

る'-

.
热
；t
'a
L
:^
-

(

八
1ー1
.九

ん

雜

：麵 

' ”
ヵ
が
ャ
皆
略
傳 

， V

第

六

號

七

^



'#
.
广

:3
£
卷
：
-C

八
四o

)
： 

;

 

0

 

,

リ
カ
少
ぷ
略
隊
.

-

第

六

號

'

;:
-
ビ

をH
a
n
s
a
r
d

は
記
錄
せ
■り
。
，又
同
問
題
に.就
て
.
 

こ
八
ニ
一
一
年
六f

 j

日w
e
f

 

s

f

 

Iせ 

:

.る
，猶
說
中
に
於
て
_

「

量
は
.凡

て

：
の

物

の

價

値

を

左

•
右 

す
。

」

之
は
凡
で
の
貨
物
に
就
て
眞
な
る
が

r

恐
.ら
ぐ
他. 

の
如
何
な
る
も
の
ょ
ヴ
も
姐
貨
に
就
て
然
る
；

」

事
を
力 

說
せ
る
は
注
意
す
ベ
し

o
 

,
_法
問
題
に
就
て
も
亦#
れ

」

 

は

屢

.
々
發
一
言
し
、

高

き

穀

價

が

資

本

を

國

外

に

驅

逐

す
 

へ
き
こ
ヒ
說
明
し
、
穀
物
の-

「

引
合
ふ
價
格」remunera- 

ting 

p
ro'
e
v
J定
め
ん
S
す
る
企
て
の
不
合
理
な
る
と
を 

，
指

摘

し

、
M
に

農

業

家

の
.窮

厄

は»-
地

面

積

を

減

少

せ

パ 

し
む
べ

し
S
云
ふ
說
に
對
し
、
彼
は
大
膽
に
も
そ
の
然 

ら
：ん
‘事
を
希
望
す
€
の
言
明
を
敢
て
じ
た
り。

(

|
八
ニ 

ニ
年
ニ
;-
;|十

-*
日)

彼
は
又
.数
判
官Li :

絹
織
物
職
人
の_

 

賃
錢
決
定
の
嶺
能
を
與
べ
た
る
所
謂.

SpitalMcls Acts; 

の
廢
|1
:
に
賛
成
す
る
の
發
言
を
な
し

(

1
八
ニ
三
年
五
.
 

月
九
村
；及
.び

.一
一
十
一

^
1其
他
}ヽ

木
綿
織
物
1
救
濟
の
目 

御
を
以
て
カ
纖
機
R
課
ff
i
せ
ん
ミ
の
.罾

自
.k
.tt
し
て
は

.そ
の「

*
會
の
大
保
障
な
る
所
有
權
の
神a
を
侵
寄
す， 

ゼ
の
：规
由
^
依

て

反

對

し

(

一

八

ニ

〇

年
六
月
一
一
十
九 

日)

貧

家

の

兒

童

に

無

償

.に

て

食

物

'
及

び

敎

育

を

給

せ
 

ん
^
す
る
或
提
案
七
對
し
て
は
、
そ
の
入
口
を
增
加t> 

'し
む
る
.の
傾
向
.あ
る
^
0を
1
|1
1
€し
て
反
對
し
2
.̂\

一
九
年
五
月
十
七In) Robert O

w
e
n

の
計
畫
に
對
し 

て
は
そ
の
經
濟
學
'C
D
原
則
と
相
容
れ
ざ
る
學
說
の
上
に 

築
か
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
彼
0

見
る
ど
こ
ろ
を
以
て 

す
れ
ば
：社
會
に
無
限
の
害
を
な
す
ベ
き
も
の
と
し
て
反 

對
心
た
り
。

(
J

八

-
九
年
十
こ
月
十
六
日)

彼
は
勿
論 

不
合
理
な
る
減
債
基
金
の
制
度
に
反
對
す
るど
共
に
、
 

有
ゆ
る
減
稅
の
案
忆
賛
成
し
、
有
ゆ
る
增®t
R
反
對
す 

る
.

を
主
義
X
し
た
り
。
是
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